








乗換案内サービスへの膨大なアクセスが大きな強み。
スマートフォン時代に相応しい新たな価値を生み出します。

トップメッセージ　　 代表取締役社長　佐藤 俊和

スマートフォン対応のための開発・販売費用が
増加し増収減益に。

　国内の情報通信業界では、前期に引き続き、
フィーチャーフォン（従来型の携帯電話）からスマー
トフォンへという大きな構造変化が起こっています。
このような環境の中、当社グループの当期（2012
年9月期）の連結経営成績は、前期に引き続き増収：拾 の乗換案停では〝スマー繿フォン 栢の




